
・議　案
　（１）平成27年度事業報告・収支決算報告
　（２）平成28年度事業計画（案）・収支予算（案）
　（３）役員の選任
　（４）その他
・交流懇親会　会費5,000円（女性会員4,000円）
　総会終了後（午後3時15分頃から）

＜昨年の総会・交流懇親会（平成27年5月26日）＞

※出席・欠席につきましては、別添同封の「返信用はがき」で5月13日（金）までに必ずご返事をお願いします。

※欠席の場合は、「委任状」に記名・押印の上ご返送下さい。

※近況欄には、皆さんが楽しみにしている【あなたの近況】を是非お書き下さい。（次号会報に掲載）

日　時　　平成28年5月24日（火）
　　　　　　　　午後２時00分　開会

場　所　　ルミエール華月殿　　　　
　　　　　　（和歌山市屋形町2－10
　　　　　　  TEL:073－424－9392）

通常総会・交流懇親会第 37回
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平成28年度事業計画案（骨子）
　
　本会は、地域社会において、住民の福祉の増進と向
上を図るため、諸活動を通じて社会に寄与する事を目
的として結成し、会員相互の交流や親睦、健康増進、
福利厚生の充実のために今年度に於いても次の事業計
画で活動いたします。

１．組織の拡充
　新規退職者及び未加入者に対して、本会の活動に対
する理解を深めてもらい、各種保険の団体加入の有利
性や飲食等の割引制度などを周知し、現会員とともに
入会勧誘に努めます。特に新規退職者に対しましては、
県が開催している「退職準備セミナー」及び労働組合
が主催する「退職等に関する説明会」において、会の
活動等を説明し、加入の促進を図っていますが、退職
まで間に職場訪問をして加入促進に努めます。

２．年金及び医療・介護制度、税制等の改善の
　取り組み
　年金及び医療・介護制度、税制等の改善・拡充の取
り組みについては、全日本自治体退職者会（以下全自
退という）及び地方公務員退職者協議会（以下地公退
という）等の関係団体と連携・協力して，政府や国会
議員等の関係先に対し働きかけを行い取り組みます

３．会員の福祉の拡充と強化
（１）互助年金制度事業の継続
（２）県委託事業（ライフプラン）の推進
（３）各種保険・共済事業の利用促進と拡大及び会員

に対する宿泊、飲食等の割引制度の拡充
（４）慶弔規定に基づく祝い金、弔慰金の支給
（５）旅行等レクリェーション事業の実施
（６）確定申告関係の説明会の開催

（７）通信販売事業の実施

４．県政の課題や地域づくり等に対する参加・
　協力

５．支部活動の活性化
　本会発展のためには、各支部が身近な存在として会
員の参画を得て活動を活性化することが重要。このた
めに会員の交流や親睦、健康増進を図るための旅行や
レクリェーション活動、ボランティア活動、あるいは
一人住まいの会員さんに対する声かけ等、きめ細やか
な取り組みを推進します。

６．会報・名簿等の発行
（１）会報は４・７・１０・１月の年４回の発行
（２）名簿は、追録として発行
（３）インターネットの活用、メールによる意見や近

況の取り組みで相互交流を図ります。
（４）「和歌山県退職者会」のホームページを開設し

ているので、会員の活用を図ります。

７．高齢・退職者団体との連携
　本会が加盟している全自退及び地公退、和歌山退職
者連合（旧：連合和歌山高齢・退職者団体連合）等が
実施しています各種の会議、署名活動、学習会、レク
レーション等に積極的に協力・参加し、各団体と連携
した活動を行います。

８．災害義援金の募集
　大規模災害時には、義援金を募集し、関係者に寄託
する。

　 平成28年度の事業計画案について、ご意見等
　 頂きますようにお願いいたします。

狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭狭

ルミエール華月殿
か  じ  か  荘
ホテルいとう
橋本商工会館

（和歌山市）
（紀美野町）
（岩　出　市）
（橋　本　市）

月　日
5/24（火）
4/30（土）
5/14（土）
4/17（日）

湯　浅　城
花　ご　坊
銀ちろ本店

ユーアイホテル

（湯　浅　町）
（御　坊　市）
（田　辺　市）
（新　宮　市）

月　日
5/13（金）
5/18（水）
4/22（金）
5/18（水）

和歌山
海　草
那　賀
伊　都

場　　　　所支　部

各 支 部 総 会各 支 部 総 会

詳細につきましては、各支部よりご案内いたします。

場　　　　所支　部
有　田
日　高
西牟婁
東牟婁

〔　　　　　〕
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 和  歌  山  支  部

＜九度山から いざ真田丸＞

　和歌山支部（支部長：尾﨑武久）では、4月5日（火）
九度山町にウォーキング。JR和歌山駅を9時04分
発の和歌山線に乗車し、10時 07分に橋本駅、10
時 15分橋本駅発高野線に乗り換え、10時 25分九
度山駅で下車。

　九度山駅から町内を当地のガイドさん3名に案内
をお願いし散策。真田庵、本年3月 13日に開館し
ました「真田ミュージアム」で開催中の「くどやま真
田丸大河ドラマ展」を見学したのち、道の駅で昼食後、
慈尊院、丹生官省部神社にお詣りしました。伊都支部
の石井支部長、大和久事務局長に参加頂き、総勢43
名が桜の満開のもと健康で、元気にウォーキングを楽
しみました。

 那　賀　支　部

＜健康福祉講演会＞

日　時：平成２８年２月２８日（日）午後１時３０分
場　所：紀の川市　打田生涯学習センター
参加者：６７名

　那賀支部（支部長 : 宇杉興一）では例年福祉事業と
して行っている講演会を今年も健康をテーマとして開
催しました。

１、演題『いつまでも楽しく元気ですごすために』
　講師　医療法人のがみ泉州リハビリテーション
　　　　クリニック　理学療法士　梅本　公平　氏
　昨年と同様に健康がテーマですが、昨年は『終活』
を内容とする座学であったため今年は高齢期に差しか
かっている我々退職者会員対象に少し健康に関する実
演も取り入れた講演内容をと企画しました。
　前半の座学では、健康の概念として①身体的②精神
的③社会的の3つの要因を挙げられそれぞれ説明い
ただきました。

　そのうちの①身体的要因では、特に食事の中で我々
は様々な『虹色の食材』に恵まれているのだから偏り
のない食事を取ること、『まごにやさしい

4 4 4 4 4 4 4

』食事の重
要性が強調されていました。
　②精神的要因では『笑顔の効果』③社会的要因では
家族や社会での生活の在り方が印象に残りました。
　後半の実演では、首や肩のストレッチ、脚や膝の運
動、脚（お尻）の運動など18種類の運動を実際に講
師と聴衆が一緒になって身体を動かしながらの講演と
なりました。
　改めて心身共に健康であることの大切さを考え、こ
のようなストレッチや運動は日常生活の中で簡単にで
きるものなので是非取り入れていきたいと思いまし
た。
　那賀支部では今後とも健康福祉講演会を参加者数、
内容とも充実したものとしていく予定です。

真田庵にて

慈尊院にて
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 東  牟  婁  支  部

【新春懇談会】開催

　東牟婁支部（支部長：汐﨑光）では、例年1月に年金、
医療制度や防災などの研修会に併せ、会員相互の親睦
を図るため新春懇談会を開催しています。本年度の研
修会及び懇談会は、1月22日（金）太地町「いさな
の宿 白鯨」で開催しました。

①　研修会「串本町シルバー人材センター」について
　今年度の研修会は、シルバー人材センターの事業や
仕組みについて学習を深めました。
　開会に当たり、汐﨑光 東牟婁支部長から、今回の
研修会の趣旨説明と日頃の支部活動や昨年開催された
紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会へのボラン
ティア参加のお礼などのあいさつがありました。
  講師には、本会の会員でもあります串本町シルバー
人材センターの　北地五男　代表理事をお招きし「串
本町シルバー人材センター」についてと題してご講演
いただきました。
   講演では、会員集めや資金調達、事務所をどこに設
置するかなど設立までのご苦労やシルバー人材セン
ターの理念、事業と仕組みなどについてお話をいただ
きました。
　シルバー人材センターの役割は、「高年齢者等の雇
用の安定等に関する法律」に位置づけられており、地
域の高齢者が「自主・自立・共働・共助」の理念のもと、
①長年培った知識・経験・技能を生かして就業するこ
とにより、②豊かで積極的な高齢期の生活と社会参加
による生きがいを充実するとともに、③地域に活力を
生み出し、地域社会の福祉と活性化に寄与することを
目的としていること。仕事としては、駐車場や施設の
管理、大工工事やペンキ塗りなどの技術部門、除草や
草刈り・農作業など屋内外の一般作業、ルームクリー
ニングや買い物付き添いなど高齢者に適したものであ
ること。会員は、町内（それぞれのシルバー人材セン

ターの所在地）に居住する者で、概ね60歳（満59歳）
以上の健康で働く意欲があれば入会でき、年会費（串
本町の場合1,200円）を納め、あらかじめ自分の希
望する仕事を登録して、センターからの連絡により仕
事に従事し、その仕事の量に応じて働いたお金が支払
われることなどわかりやすく説明をいただきました。
　聴講者からは、シルバー人材センターの名前は知っ
ていたがどういう仕事をしているのか知らなかった。
また具体的な料金はどのくらいかかるのかなど、次々
と質問が出て、最後に北地代表理事から、センターの
利用と会員としての入会をお願いして研修会を終え、
有意義な研修会でありました。

②　新春懇談会
  研修会に引き続き、20名の参加を得て新春懇談会
を開催しました。
　掛橋俊晴副支部長の開会あいさつと乾杯の発声で開
宴となりました。
　皆さん、久しぶりの顔合わせとあって話に花が咲き、
あっという間の2時間余りを過ごしました。
　今回の出席者は、体調や家庭の事情などにより急遽
欠席された方もおられましたが、20名と少し寂しく、
来年は会員の皆様の積極的なご参加をお願いいたしま
す。
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　今回は、和歌山支部の瀬藤和雄さんと海草支部の植田新一さんに記事をお願いしました。

　瀬藤さんには「たま電車」でおなじみの和歌山電鐵貴志川線沿線神社のお祭りを紹介頂きまし

た。

　また、植田さんには、海南市の黒江の町と紀州漆器について紹介頂きました。

貴志川線沿線神社のお祭り案内
和歌山支部　瀬　藤　和　雄

　７月第１日曜日　 足守神社大祭：山東駅下車、北へ徒歩約15分

　７月26日夕刻　 日前宮薪能：日前宮駅下車徒歩約10分

　７月30日31日　 伊太祁曽神社茅輪祭（ちのわまつり）（輪くぐり祭）

 伊太祁曽駅下車徒歩約10分

その他のイベント

　６月中旬　 田植え体験：伊太祁曽駅下車徒歩約5分

　８月13日夜　 竹燈夜 in 四季の郷：伊太祁曽駅下車徒歩約15分

　足の神様として、ケガや病気の平癒にご利益がある
と地元の人々を中心に全国より厚い信仰を受けている
『足守神社（あしがみじんじゃ）』。諸国行脚中の覚鑁
上人が、灌水用水池を作る際、工事で足を痛めた農民
のために建てられたことが起源と言われています。約
900年の歴史を持つこちらの境内には、絵馬代わり
の多くの草履が祀られており、足の病気を患った年配
の人や職業として足のケガ防止などを願う有名スポー
ツ選手がお参りに訪れています。2011年7月には、
地元サッカーチーム「アルテリーヴォ和歌山」の選手
たちが参拝。関西リーグ1部昇格や足のけがをした
選手の早期回復を祈願しました。毎年7月の第1日
曜日には、足にお灸をすえてもらう事で足の病気がよ
くなると伝えられている大祭（御夢想灸）が行われ、
毎年1000人程の人々で賑わいます。

足守神社 【和歌山市】
お年寄りからサッカー選手まで訪れる全国的にも珍し
い“足の神様” 

茅輪祭（7月30・31日）

　茅輪祭は「わくぐりまつり」とも呼ばれるお祭りで、
夏越の祓いの祭典である。成長するに従い、知らず
知らずの内に罪や穢（ケガ）れに触れてしまうため
に執り行われるものである。茅萱（チガヤ）で編ん
だ輪をくぐることで、これらの罪や穢れを祓うとさ
れている。

ホームページから　

ホームページから　
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黒江の町と紀州漆器
海草支部　植　田　新　一

　私の生まれた家は、住居表示上は海南市日方地区で
すが、一昨年の8月9日、台風11号の大雨の影響で、
大規模な土砂崩れのあったところになります。
私が生まれた昭和25年当時、家の近所は漆器の製造
に関わる仕事場に囲まれており、事実上は黒江地区と
言えました。
　家の仕事は、漆器の製造工程の中の一つの「木地作
り」で、祖父と父が親子で、檜・杉などの原材料とな
る木を削って薄い板に加工して、湯につけて柔らかく
してから曲げて、茶櫃、盆、会席膳等の縁になる部分
を作っていました。
　特に夏の暑い盛りに、祖父が越中褌1枚を纏った
だけの格好で大汗をかいて仕事をしていた姿が今も目
の奥に焼きついています。
　その頃の子どもは病院で生まれるのは稀で、助産師
さんが家へ来てくれて家で生まれることが殆どで、私
も父等の仕事場で生まれました。
　産湯は漆を塗った盥で使ったようでした。これは家
の仕事が漆器製造に関係しているので、漆にかぶれな
い強い身体に育つようにとの慣わしだと聞いたことが
あります。
　小学校低学年頃の遊びは、県の漆器試験場の”ひろっ
ぱ”（当時は”ひろば”とは言わなかった）で、大人
の自転車を使っての三角乗りや、今はレンガ堂として
時々コンサート会場にもなっている田島漆店の裏の道
で、三角野球やペッタン（メンコ）やバイ（ベイゴマ）
をやったりしていました。
　当時、母は船尾市場の奥のほうにある漆器屋さんへ
仕事に行っていまして、母からは「男の子は家で遊ぶ
ものでない。外で遊んでいなさい」といつも言われて
いたように思い出します。
　小学6年生からは、3年間ほど朝日新聞の配達の
アルバイトをしていました。受け持ちは土地勘のある
黒江地区で、早朝から折り込みチラシを自分の配達す
る新聞へ挟みこんでから、自転車の荷台に150部位
を積んで配達に出発です。
　城山トンネルを北へ貫けて、今はタコ松商店さんが
ある辺りから川端通りの南側の露地を西に向かって配
達して、きのくに信金黒江支店まで達したら、川端通
りの北側へ渡って、漆器問屋さんから船尾市場を西へ
抜けて、名手嘉商店へ配達した後、最後に温山荘へ配
達して1日の仕事が終わるのでした。

　さて、黒江の町の紀州漆器は、室町時代に近江系の
木地師集団が黒江に移り住んで、檜を木地に木椀の製
造を始めたのが起源であると言われているようです。

　江戸時代後期には紀州黒江の漆器、渋地椀（しぶち
わん）づくりは藩の保護と統制のもと着実に発展し、
文政年間には堅地厚塗漆器の技法を導入し、天保年間
には、渋地椀の一大産地として、全国的にその名が知
られるようになったということです。
　昭和30年代に入ると、紀州漆器業界は大きな転換
期を迎え、漆器の新素地材として昭和30年代前半は
ハードボード、後半はプラスチック素材が導入され、
紀州漆器業界の本格的な転換期の到来となり、さらな
る発展を遂げ、現在も会津塗 ( 福島県 )、山中塗・輪
島塗 ( 石川県 ) と共に三大産地の一つに数えられてい
ます。
　紀州漆器の製造工程は、木地、下地、塗装、加飾の
順で行われ、それぞれ専門の職人が分業する特徴があ
り、昭和53年には、経済産業大臣より「伝統的工芸品」
として紀州漆器が指定されるまでになっています。

　関西方面の皆さん方の間で有名な紀州漆器まつり
は、平成元年から毎年11月の第 1土、日曜日に開
催され、黒江の川端通りを主会場として、特徴のある
ノコギリ葉状の町並みに約30店舗の漆器問屋が軒を
連ね、盆や椀類などを市価の約3割から4割引きで
販売し、同時に多彩なイベントが催されています。
　漆器と町並みを活かしたまちづくり、まちおこしと
して育てていこうとするもので、天候に恵まれれば県
内、県外（主に関西方面）から約6万人の人出で賑
わいます。
　また、最近では、毎年2月1日から3月3日の期

間中、JR海南駅、駅前商店街、黒江川端通りの3つ
のゾーンで多数の雛人形が展示される「紀州海南ひな
めぐり」や地場産業と観光のコラボレーションとして
毎年8月 1日から15日の間、市内の神社などをス
タンプラリーで巡る風鈴に漆器調の塗装を施した「か
いなん夢風鈴まつり」が開催されるようになって、多
くの観光客の方が黒江の町並みを歩く姿が見られるよ
うになりました。
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　ちなみに、平成26年度の紀州漆器伝統産業会館（う
るわし館）の入館者数は、バス220台、14、457
人に及んだとのことです。更に漆器蒔絵体験をされた
方は、4、571人もいらっしゃったとのことでした。
特に外国人の方の伸びが大きく、27年度は、外国人
で蒔絵体験をさる方は約千人になる見通しとのことで
した。

　特筆すべきことといたしましては、昨年は、黒潮国
体から実に46年ぶりの紀の国わかやま国体・大会
が開催され全国津々浦々から数多くの選手・役員・観
戦の方々が来和され大きな感動を分かち合ったのです
が、紀州漆器伝統産業会館は、昨年7月 29日、皇
太子殿下が平成27年度全国高等学校総合体育大会へ
ご臨席の際、ご視察の栄に浴しました。

 出典 : 宮内庁ホームページ
　更に、紀州漆器協同組合におかれては、紀の国わか
やま国体の開催に当たって、記念章41,800個、参
加章43,135個を受注製作、次いで紀の国わかやま
大会では、参加章（バッジ）24,550 個、金・銀・
銅メダルそれぞれ3,450個を受注製作されたとのこ
とで、紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会の大
成功に非常な貢献をなされました。 

　このように、海南市黒江地区は紀州漆器協同組合の
皆様が中心になって、現にお住まいの皆様方が相協力
しながらまちづくり、まちおこしに熱心に取り組んで
いる地域でございますので、是非とも県職員退職者会
会員皆様方のお越しを心からお待ちしております。
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防災ー地震や津波に備えましょうー減災（３）

＜ 家具の固定 ＞

　地震による家具の転倒などで、大けがをしたり、迅速な避難の妨げとならないよう、家具の固定をはじめと

した室内の安全対策に取り組みましょう。
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＜ 耐震ベッド ・耐震シェルターの補助制度 ＞

補助申請は各市町村に
お問い合わせください

　住宅耐震化促進事業において、平成27年度から耐震ベッド・

耐震シェルターの設置工事費用が助成されるようになりました。
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　県福祉保険部の野尻孝子局長に執筆頂きました「健
康を維持していくために」シリーズの2回目として
今回は「健康長寿を目指す運動と食生活」です。

健康長寿を目指す運動と食生活
　健康寿命を延ばすには、運動は不可欠です。
　日常生活に無理のない運動を取り入れましょう。
　今より10分多く、毎日体を動かしてみませんか？
　今より10分多く体を動かすだけで、死亡、生活習
慣病、がんのリスクを3～4％減らせます。

◎生活の中で身体活動を無理なく「＋10分」
•ウォーキングを楽しみましょう。
•階段も利用しよう。
•ゆっくり座って、ゆっくり立って、スクワット。
•ストレッチで心と体をほぐしましょう。
•家族、お友達とおでかけ。
•テレビを見ながら、椅子を使って「ながら体操」。

◎ウォーキング
　10分多く歩くと約1,000歩増やす事が出来ます。
　和歌山県の男性の歩数は全国ワースト2位です。
　ポイントに注意しながら、無理なく歩きましょう。

【ポイント】
•普段より速めで、きついと感じない程度に歩く。
•目安は、ちょっと息が弾むが、笑顔が出るくらい。
•体調の悪い時は休むなど、無理なくマイペースで続
けていく。
•水分補給はきちんと取りましょう。

★安全のために★
•体を動かす時間は少しずつ増やしていく。
•体調が悪いときは無理をしない。
•病気や痛みがある場合は、医師等に相談する。

　私達の体は私達が食べたもので作られています。バ
ランスのとれた適切な量と質の食事を、1日 3食規
則正しく食べることが健康な体づくりの土台です。生
活習慣病を予防するためには、食生活を整えることが

重要です。

◎主食・主菜・副菜を組み合わせて食べましょう
　単品では栄養バランスが偏りがちになります。また、
年齢と共に食事の量が少なくなるうえに、あっさりし
た物を好むようになり、たんぱく質やエネルギーなど
の体に必要な栄養が不足することがあります。主食・
主菜・副菜を組み合わせて、適切な量の食事をバラン
ス良くとりましょう。

◎減塩に心がけましょう
　塩分を取りすぎると、血圧が上がり、高血圧や心臓
病などの病気のリスクが高まったり、胃がんのリスク
が上昇したりします。
　また、年齢と共に塩分を感じにくくなり、多く摂取
する傾向があります。
　できるところから減塩に取り組み薄味に慣れていき
ましょう。
　1日の目標摂取量は、男性8ｇ未満です。女性7
ｇ未満です。

【減塩のポイント】
•塩辛い物は少なめに
•しょうゆなどの調味料は、そのままかけずに小皿に
とる
•素材の持ち味を活かそう
•麺類の汁は残す
•柑橘類の酸味で、薄味をカバー

◎野菜をたっぷり取りましょう。
　1日の野菜の目標摂取量は、350ｇです。
　和歌山県民の平均摂取量は、280ｇであと70ｇ
足らない状態です。
　今の食事にプラスもう1皿野菜料理を取りましょ
う。

【野菜をたっぷり食べるコツ】
•加熱するとカサが減って食べやすい（ゆでる、煮る、
炒めるなど）
•具だくさんの汁物、鍋物を活用
•外食は、単品料理より定食を選ぶ

健康を維持していくために（2）健康を維持していくために（2）
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和歌山県の道路整備について
＜和歌山県県土整備部道路政策課＞

【はじめに】

　和歌山県にとって、道路は企業立地や観光、農林水産業等の振興など、県民のチャンスを保障する「チャン

スの道」として、また、南海トラフの巨大地震や風水害などの大規模災害に備えて、迅速な救助・救援活動を

可能にする「命の道」として、不可欠なものです。そのため、本県では、近畿自動車道紀勢線や京奈和自動車

道などの高速道路をはじめ、これらを補完する“X軸”や“川筋”ネットワーク道路や、大阪府との連携を強

化する府県間道路など幹線道路の整備を重点的に取り組んでいます。

【高速道路ネットワークの形成】

　高速道路の整備状況については、昨年の国体にあわせ、

紀勢自動車道「南紀田辺 IC ～すさみ南 IC」、那智勝浦新宮

道路「那智勝浦 IC～市屋」、京奈和自動車道「紀の川 IC～

岩出根来 IC」が続々と開通したことにより、国体が円滑に

運営されただけでなく、すさみ町や本州最南端の串本町が

多くの観光客で賑わうなど、様々な効果が現れています。

◆近畿自動車道紀勢線

○平成25、26年度に新規事業化された「新宮紀宝道路」、

「すさみ串本道路」では、昨年、事業着手式が行われ、用

地取得の着手に向け、着実に事業が進捗しています。

○暫定２車線区間では、全国トップクラスの交通量である

湯浅御坊道路の４車線化については、平成33年度の完

成に向け事業が進められており、続く「御坊～南紀田辺間」

についても、逐次４車線化が進められています。

◆京奈和自動車道

○関西大環状道路を形成する京奈和自動車道と放射状道路

を形成する府県間道路の整備により、関西都市圏が拡大

し、関西経済の活性化が期待されます。

○平成28年度には、紀北西道路「岩出根来 IC ～（仮称）

和歌山 JCT」が開通予定であり、整備により、企業立地

や観光客の増加など、様々な効果が期待されます。
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【高速道路と合わせて県内の一体的発展に寄与する幹線道路の整備】

高速道路は、それ自体で大きな整備効果がありますが、その効果を県下全域、されには近畿全域へ波及させる

ため、高速道路とあわせて戦略的に幹線道路を整備し、ネットワーク化を図ります。

◆府県間道路

○関西国際空港へのアクセス向上、大阪府との交流・連

携、観光振興などを図るため、和歌山県北部地域と大

阪府南部地域を放射状に結び京奈和自動車道と一体的

に優先整備を進めています。

○昨年９月に、第二阪和国道「大谷ランプ～平井ラン

プ」が開通し、残る「平井ランプ～淡輪ランプ」や国

道480号鍋谷峠道路が平成28年度に開通する予定

です。

◆X軸・川筋ネットワーク道路

○高速道路とあわせて県内の一体的発展に寄与する内陸

部幹線道路を整備しています。特に、「X軸ネットワー

ク道路」に引き続き、各生活圏の「背骨」にあたる県

内の主要河川沿いの道路を「川筋ネットワーク道路」

として、重点的に整備を進めています。

【都市内道路の整備】

○和歌山市内の幹線道路網整備では、渋滞緩和と、中心

部へのアクセス機能の向上を重要課題として、都市計

画道路の整備に取り組んでいます。

○昨年の国体にあわせ、西脇山口線「園部・六十谷工区」

や松島本渡線「和田川大橋」が開通し、周辺道路の渋

滞緩和や救急搬送での時間短縮などの効果が現れてい

ます。

【おわりに】

　国体にあわせ道路ネットワークが続々と完成しました

が、整備された道路をいかに活用し、地域振興につなげ

ていくかが大切になります。そういった視点から今後も

継続し、市町村と連携しながら取り組んでいきます。
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萬
マンドウ

燈会
エ

について
東京都日野市　久　保　直　一

　昨年11月22日、第20回高幡不動尊萬燈会（午

後4時から）に参加して来ました。

　萬燈会は、み佛に捧げて日頃のお加護に奉謝し、一

切の精霊の追善菩提並びに私達の諸願成就を祈る大行

事であり、真言宗の萬燈会は、宗祖弘法大師が天長九

年仲秋、高野山に於て奉修され、その願文に「多勢の

人々と共に萬燈萬華の会を設け、すべての佛に捧げ、

四恩（両親先祖の恩・国家の恩・社会の恩・み佛の恩）

と答え奉らん」と趣旨をうたい、生きとし生けるもの

の永遠の救済を誓われました。

　また平安中期に六波
ハ ラ

羅密
ミツ

寺
ヂ

を開かれた空成上人が応

和三年、都に流行した悪疫を退散と亡魂の救済を祈っ

て大萬燈会を催し庶民救済に尽された等々について貫

主様・住職様の法話があり、続いて貫主様を先達に多

くの住職様により大般若会、物故者慰霊経木塔婆供養

が行なわれ参加した約2万人（寺の発表）の人々で

賑わった萬燈会の雰囲気などにより有難く感動しまし

た。

◎有難や高野の山のいわかげに
　　　　大師はまにおわします　　　（慈円僧正）
◎父母のしきりに恋し雉の声　　　　　（芭　蕉）
◎父母のことのみ思う秋の暮　　　　　（蕪　村）

忘れ得ぬ人　忘れ得ぬ言葉　④
和歌山支部　高　田　朋　男

　『人の心に貯金せよ　人の為にやることは　必
ず己れの為になる　無形の資産を増やすことなく
　実り多い人生は望めない』

　この『人の心に貯金せ

よ』という言葉は角谷勝

司氏が、長年にわたる商

いの苦労を積み重ねて、

その中から生み出した言

葉だと勝手に思い込んで

いた。

　しかし事実は大きく

違っていた。ご本人に

聞くまで分からなかった

が、そこには子を思う母

親の深い愛情があった。

　私は、わかやま新報に『角谷勝司氏の創業物語』を

掲載するため、平成27年 1月、海南市にある株式

会社サンコーの創業者で、現・相談役の角谷勝司氏を

興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
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訪ねた。

　1階にある広々とした豪華な相談役室に案内され、

角谷相談役と面会した。挨拶の後、ソファに腰を掛け、

創業の苦労話から成功談、さらには失敗談まで幅広く

創業に関わる話を取材させていただいた。その内容は

以下の如くだった。

　中学校の先生から「お前は商売に向いていない。進

学して高校へ行った方がいい」と強く勧められていた。

そして本人自身も商売には向いていないと思っていた

が、意に反し家庭の事情が許さなかった。致し方なく、

叔父が経営している田中宗商店に住み込みの店員とし

て入ったが、一年目は、内気な性格からくる悩み、例

えば〈お客さんに挨拶を出来ない〉〈ひっこみがちで

人前の出れない〉に苦しめられた。その性格を克服す

るため、見ず知らずの土地に営業に出る決意をしたと

いうものだった。

　以上のような事を取材し、すべて済んだ時、最後に

疑問に思っていた「“人の心に貯金せよ”とは、どの

ような経験をされて、思い浮かんだ言葉ですか」と尋

ねた。

　すると、怪訝な顔をされ、「私が作った言葉ではな

いんだ」という。

　私は一瞬〈えぇ……〉となった。

　「では誰が言った言葉ですか」と真顔で聞くと。

　「母親の言葉だょ」と角谷氏から返ってきた。

　つまり田中宗商店の主人、即ち叔父の田中宗太郎氏

は、金銭に非常に厳しい人だった。そのため得意先も

含め〈お金に辛い人〉との評判が広がっていた。そし

て角谷勝司氏もまた、主人を手本とする関係から、金

銭に厳しい商いを行った。その結果、角谷勝司氏も〈お

金に辛い人〉との評判を受けることとなってしまった。

やがて、その評判が広がり、母親に耳にまで届くよう

になり、息子の将来を心配した母が、会うたびに『他

人の心の内に、勝司に世話になったという思いを貯金

せよ。人の為にやっていれば、必ず自分の為になる」

と心に響くよう繰り返し述べたという。最初のうちは

母の言葉を聞き流していたが、いつしかこの言葉が、

角谷勝司氏の心を捉えるようになったという。この話

を聞いている時、思わずもらい泣きをした。そして目

の前の角谷勝司氏もまた、目に涙を溢れんばかりに浮

かべていた。母親の愛は、心の奥底まで響くものがあ

る。私にとって、生涯忘れ得ぬインタビューであった。

　そして長い県庁生活における忘れ得ぬ言葉となっ

た。

（この内容は、角谷勝司氏のご了解のもと、本年2月

19日付けわかやま新報に掲載済み）
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　高齢・退職者連合近畿ブロック主催のハイキ
ングです。
　詳細は、次号（7月）でお知らせします。

元気ハツラツ・ハイキング
　　と　き：28年10月 26日（水）
　　行き先：滋賀県近江八幡市
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「高齢・退職者第20回囲碁・将棋大会」
平成28年3月15日　

土井昇蔵（和歌山支部）さん将棋の部で優勝
　囲碁の部で請川皓雄（有田支部）さん
　　　　　　　　　　　　　惜しくも準優勝
　和歌山退職者連合（会長、中村昇=県職員退職者
会）では、3月15日和歌山市のプラザホープにおい
て、第20回囲碁・将棋大会を開催しました。大会に
は囲碁の部で36人、将棋の部で17人の退職者連合
に加盟している団体の会員が参加し、各40分の持ち
時間で、時間を使い切れば敗退のルールで熱戦を展
開。本会からは囲碁の部で10人（全員Aクラス）、
将棋の部で2名（A,B各1名）が参加しました。
　囲碁の部では、Ａクラスに全体で30名の参加者の
なかで、請川皓雄（有田支部）さんが準優勝。
　将棋の部Ａクラス（4名の参加）で土井昇蔵（和歌
山支部）さんが熱戦を制し見事優勝しました。

　現在会員は25人で毎月12～18人集い例会を行
っています。
•毎月原則第2木曜日13：00～ 17：00
•場所はプラザホープ
•くじを引いて四局対局する。
•ハンディを付けて対局し、優勝または4勝すると
　あがる。
•会費は月額2,000円　飲み物　賞金あり

入会を希望される方は
　会　長　畑村半亮　０７３－４４５－２５２５
　事務局　湯川泰満　０７３－４５３－６６６７
　　　　　　　　　　０９０－８３８９－６６０８
まで連絡して
ください。

県職員OB囲碁同好会
会 員 募 集

県職員OB囲碁同好会
会 員 募 集

将棋の部で優勝した土井昇蔵さん（右）

囲碁の部Aクラスで準優勝の請川皓雄さん
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次の方々が、めでたく８０歳の傘寿をお迎えになりまし
た。益々お元気でお過ごしなされますようお祈り申し上
げます。（敬称省略）　　

次の方々が、ご逝去されました。慎んでご冥福をお祈
り申し上げます。（敬称省略）

※個人情報保護のため掲載できません ※個人情報保護のため掲載できません

み
な
さ
ん
の
広
場

で
す
。
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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１．会費の納入についてお願い［平成 28 年度会費］
・[口座から自動引き落としの方 ]
　　紀陽銀行、農協、郵便局は、5月6日（金）、そ
の他の金融機関は、5月27日（金）が引き落と
し日となります。

・[労働金庫の口座からの自動引き落としの方 ]
　　8月15日（月）が引き落とし日となります。
・[振込での納付の方 ]
　　今回の会報に同封の振込用紙で、5月末日までに
納付をお願いします。

・[３月末退職の新入会員の方 ]
　　後日、振込用紙をお送りします。
・[過年度会費が未納の方 ]
　　本年度分と併せて納付をお願いします。

２．H28年度版「県職員録」が5月中旬発行予定
　　　　　　　　　　　　　　 [ 申し込み受付中 ]
　「県職員録」を斡旋しますので、ご希望の方はお申
込下さい。
　価格は未定です。

３．会員名簿（追録）の発行について
　9月に発行予定ですので、住所、電話番号、勤務

先等を変更されている方は、なるべく書面（ハガキ等）
で事務局までご連絡下さい。
（通常総会出欠ハガキの近況欄に書き添えていただい
ても結構です。）

4. メールでのご投稿やお問い合わせ
　会報の「文芸欄、会員の声」のご投稿やお問い合わ
せ等メールで送信していただいても結構です。
　E-mail アドレスは、 
　　w-taisyoku@ec5.technowave.ne.jp   です。

　会報に関するご意見やご要望等をお寄せください。
  投稿もよろしくお願いします。沢山の投稿お待ちし
ています。
  「会員の声」は原稿用紙２枚程度、「文芸・俳句等」
は３句以内、その他写真等もお気軽にお送りください。

★次号（7月号）は総会号となりますので、
　投稿等は掲載いたしません。

　10月号掲載投稿等は、
　　8月5日（金）までに
　　お送り下さい。

事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い

詳しいことは全労済和歌山県本部にお問い合わせください
電話　０７３－４２５－６０３１

新火災共済に 30口以上加入すれば付帯できます！新火災共済に 30口以上加入すれば付帯できます！
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